本学初等教育学科1年目学生の音楽基礎学力について by 加藤 愃三 et al.
本学初等教育学科1年目学生の音楽基礎学力につい
て
著者 加藤 愃三, 林 清子, 桑原 雅子
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 17
ページ 157-166
発行年 1983
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001861/
本学初等教育学科1年目学生の音楽基礎学力について
On Bacic Musical Knowledge of Freshmen 
Majoring in Elementary Education 
in Our Junior College 
加藤 i宣 中本 i育 て子 桑 原 推チ
Kenzo KATO Kiyoko HAYASHI Masako KUWAHARA 
I はじめに
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本学初等教育学科の「音楽」の，指導内容と指導方法を確立するための参考資料として，昭
和51年以来，毎年新入生の音楽経験についての調査を継続実施してきた。
研究紀要第14号（昭55）では，本学と他学 （短大5，養成所1）のそれを比較検討した結果
を報告したが，今凶は対象を本学l年目に絞り， 1 ）どの程度の基礎学力をもって入学してき
たか。2) 「音楽I」を履修したことで，それがとぞの程度向上したか。 3）基礎学力と鍵盤楽
器の学習との相関関係はどうか。これらの点を調査し，その成果をよ りどころとして，1）「音
楽I」 「音楽E」の指導内容と指導方法をより効果ある ものにしたし、。2) 「能楽I」 「器楽
E」の指導と 「音楽I・ I」の関連性を明確に し，一貫性のある指導体系を確立したい。とい
うことを目標において研究を進めた結果 一応の目処がたったので報告する。
E 調査方法
昭57年度の新入生を対象に， 下記の2項目についての調査を行った。
1 楽典 ・ソルフェージュ （読活力.m：唱力）の調査 （試験方式による） （別表l参照）
2 鍵盤楽器の学習経験についての調査 （別表2参照）
同年度末，同一学生群を対象に，下記の2項目についての調査を行った。
1 「音楽IJ履修後， 上記lとま ったく同じ内容による調査
2 「器楽I」履修後の，学習内容の進度の調査
田 調査結果とその分析
1. 楽典に関する調査
新入生の学力の変化をみるために，昭和54年度と57年度の調査から，同一設問による項目 を
抽出しで比較した結果，正答率は0.9 %の差にすぎず，殆んど変化がみられなしミ。つまり例年
ほぼ同一レベルの学力で入学してきているものと判断された。
158 加藤・林‘桑原：本学初等教育学科l年目学生の音楽基礎学力について
「音楽IJの履修後（以下履修後とする）は，正答率が86.0%とあきらかに向上はしている
が，設問の基準がきわめて基本的なものだけに， 満足で、きる結果とはいえない。この程度のも
のは，全員が完全に理解しておくべきものである。 （表1) 
表1 楽典に関する調査
問 54年度入学 者 57年度入学者 57年度「音I」履修後
題 間 基準
No. 136人 140人 140人
人 % 人 % ノ % 1 変ロ 長調 バイエル No.99 34 25.0 26 18.6 114 81. 4 
2 全 休 符 小 4 88 64. 7 70 50.0 96 68.6 
3 フェルマー タ 小で必要に応じて 102 75.0 108 77. 1 134 95. 7 
4 ト音記号 づ、 3 121 89.0 135 96.4 138 98.6 
5 ヘ音 記号 小 5 112 82.4 132 94.3 133 95.0 
6 Poco rit. 小で必要に応じて 38 27.9 39 27. 9 103 73.6 
7 ス フ 小 5 99 72.8 110 78.6 130 92.9 
8 アクセント バ イエル No.59 66 48.5 52 37.1 97 69.3 
9 mp 寸、 6 131 96.3 124 88.6 135 96.4 
10 タ イ 小 4 99 72.8 107 76.4 124 88.6 
言十 890 65.4 903 64.5 1,204 86.(l 
上記の目標を達成するための手掛りを得るために，各設問毎に誤答の内容を調査した。ただ
しあきらかに設問の意味のとり違えと思われるものは除外した。 （表2)
表2 楽典誤答の調査 （音楽I履修後）
1 変 ロ 長 調 ロ長調12，変ロ短調2，へ長調2, ト長調2，変ロ短長・嬰ロ長調・ト短長 各l
2 ／エ＼ 休 符 2分休符27,4分休符l，完全休符1,4部休符・2分休符・2部音符・全音符各1
3 フェ ル マータ ダカーポ ・アテンポ各l
4 卜 音 記 マロヲ トーン記号
5 ノ＼ 音 ic 下口,. 変音記号
ポコ リター ルダンド ポーコ17，リタル・リテヌー 卜・リトル等の誤読15
6 
~1 i主丈おそく 少し4，だんだん速く ・だんだん弱く ・軽快に 各 l
ス ブ タイ5，レガー ト・ モデラー ト 各1
7 な め ら かに
レ ガー ト に つなげて ・のばす各1
アクセン ト デク レッシエン ド4，プレス 2，スタッカー 卜2
8 その音をはっき り 強く 19，特に強く 6，だんだん弱＜ 2 
その音を強調して だんだん小さく・だんだん遅く ・よわく 各 l
メ、／ヒ。アノ
9 
ミゾピアノ・ピアニッシモ 各 1
や や s たいへん弱く・ごく弱く 各1
タ イ スラー7，テヌ トー 1
10 つないで
一つの音とみなす なめらかに ・その音を十分に保つ 各l
159 
問1）全設問中最も高度なもので，中学校で学習したはずのものであるのに，入学時の正答
率が18.6%ときわめて低い。それが履修後には81.4%と向上している。 これは「器楽IJで全
員がバイエル（ピアノ教本）を終了 しているので，当然の結果である。誤答中最も多かったロ
長調また変ロ短長・卜短長のいずれもが，長調と短調の違いについての理解度が不足している
ものと判断してよかろう。
間2）履修後の68.6%という正答率は，音符に比べて休符に対する認識が明確でないという
一般的な傾向のあらわれであり，特に最も多い2分休符という誤答はそのことを示している。
音楽の流れの中で占める休符の価値は重要なものである丈に，徹底的な認識を持たせるべき
ものであろう。
問3）高い正答率は，特別目立つ記号のせいであろう。
問4・5）楽典の基本になる重要な記号なので， 正答率100%を要求すべきものである。誤
答はいずれも記号の本来的な意味を十分に理解できなかったためのものであろう。
間6）この設聞からは，記号 ・標語の読み方と意味について完全解答を要求したものである。
Poco （副詞）はさまざまな標語と結びついて頻出するものであるが，中級程度以上の楽曲で使
われることが多いものである。rit. (ritardando）だけであれば高い正答率であったろ う。誤
答の大半は読み違えによるものであった。
問7)演奏の際，奏法とフレージングを示す重要な記号として頻出するものだけに，高い正
答率を示しているが，誤答でタイと混同しているのは意外で、あった。
問8）誤答の中の， デク レッシエン ド・プレスは形の似ている他の記号と間違えたものであ
ろう。読み方については，高い正答率であったが，意味については，重大な誤解をしている者
が数多くあったのは特に注意すべきことである。これまでの指導者が，アクセントについて正
しくE里角平していなかったために 強くとか特2に強くというj呉ったf旨導をしてしま ったのであろ
う。弱く演奏する Pのフレーズの中にでてく るアクセン トと，強くという fの中のそれとは明
らかに違わなければならないものである。
問9)96. 4%の正答率は当然のことで，少数ながら誤答のあったことは意外であった。
問10）誤答の大半を占めたスラーとの混同は，予想していた通りの結果で，奏法としてはま
ったく違う意味を持っている記号だけに，完全に理解させるべきである。
2.バイエルの学習と基礎学力の関係
本学では 「器楽I」については，バイエルを終了し， lグレード上の楽曲を演奏できた者に
対して単位を認定している。したがってバイエル教本にでてくる楽典事項については，十分理
解されていて然るべきものである。楽典に関する調査の設聞はすべて，バイエル教本の中に含
まれているので，その指導がしっかり行なわれていれば，履修後の調査では全問題共100%に
近い正答率であった筈である。予想に反してそうならなかったのは， lつは指導者にとっては
あまりにも基礎的な内容のものだけに，知っているのが当然として見過して しまい，学習者個
個の学力についての配慮が不足していたものと思われる。また学習者は楽譜を完全に読みとり
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かっ理解して演奏する までに至 らず，教本に書かれである， 標語・ 記号の説明も見逃してしま
った結果によるものであろう。
表3 バイエルで学ぶ標語・記号
標語 tc 号 雪日念ん み 方 曲番 標語 tc τ口ヲ 雪ロ量ん み 方 曲番
〆－一～＼ ス フ 1 do Ice ド jレ チ .I. 61 
I: :II ピ ト 3 スタ ッカ ー ト 62 
可V
Moderate モテf ラ ー ト 3 スタカティッシモ 63 
Allegre to ア レグレ y ト 9 喜左 ト 長 調 70 
Comodo コ モ ド 10 非 臨 日寺 ic 下口7 73 
legato レ -Ji 卜 16 毒呈 長 調 75 
，，.－－ー＼ タ イ 29 poco cresc. ポコ クレシエンド 77 
Andante ア ン ダンテ 32 撃主 イ 長 調 79 
sempre セ ン フ。 レ 35 leggiero レ ン コニ ロ 80 
8一 オ ク タ ーブ 44 前 打 音 80 
π一「！τ一 1 番 かっ 」ザ 46 輩き ホ 長 調 82 2 均、つ 」ーヂ
f フ オ jレ ア 53 σ＼ フェルマ ー タ 84 
mf メソ事フ ォ ルテ 55 町1arcato マル カー ト 85 
p ビ ア ノ 57 pp ピアニッシモ 88 
クレシエ ンド 58 ア クセ ン 卜 90 
デク レ シ ェ ン ト 58 幸三 イ 短 調 91 
ア クセ ン ト 59 善三 A. 長 調 94 
cresc. クレシエンド 60 Alegro ア レ グ ロ 96 
dim. ディミヌエン ド 60 Adagio ア ダ ー ンヨ 99 
Alegro Moderate アレグロ モデPラー 卜 61 事主 変 ロ 長 調 99 
3.ソルフェージ‘ュ （読譜力・ 歌唱力）に関する調査
設聞は殆んどが， 小学校の教材と，それと同程度の歌唱曲から選んだものであ る。
表4 ソルフェージュに関する調査
間 基 準 57年度入学者 140人 「音I」履修後 140人
ハ長調小3 共通教材
人 % 人 % 
1 春の 小 川 134 95. 7 139 99.3 
2 よい子の街 ， 小 3 程度 123 87.9 136 97. 1 
3 お馬の親子 ’， ノl、2 イシ 126 90.0 139 99.3 
4 た き 火 。 小 2 ’， 100 71. 4 140 100. 0 
5 子 守 唄 陽音階小4 前共通教材 20 14.3 25 17.9 
6 お 正 月 へ長調 小 5 程度 73 52. 1 125 89.3 
7 赤 ト ンボ へ長調小 6 程度 107 76.4 126 90.0 
8 小 さ い秋 ト長調小 5 程度 102 72.9 137 97.9 
9 七 つの子 ト長調 小 6 程度 100 71. 4 128 91. 4 
10 草花が 鳴る ニ長調中 1 程度 58 41. 4 105 75.0 
言十 943 67.4 1,200 85. 7 
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入学時の正答率67.4%，履修後85.7%と向上はしているが，設問の程度からみて十分とはい
えない結果に終った。
誤答の調査と照合しながら，分析を試みた。
表5 ソルフェージュ 誤答の調査（履修後）
正 答 Z呉 匁F司' 
1 春の小 川 お月さま l
2 よい子の街 雨ふり 1
3 お馬の親子 解答なし1
4 た き 火 な し
5 子 守口貝 ひな祭り67，お江戸日本橋11，タやけ4，菊の花・わたしの人形 ・きようなら 各1
6 お 正 月 ふじ山l
7 赤 トン ボ 遊びましょ う・こいのぼり 各1
8 小 さい 秋 どんぐりころごろl
9 七つの子 まつかな秋2,きよしこの夜1
10 靴が鳴る もみじ4，年の始め・しゃぼん玉・ぞうさん，こいのぼり・かねがなる・スキ の歌各l
問1～ 4）小学校低学年程度のもので， ハ長調の曲ばかりであっただけに，高い正答率を示
している。 いずれも入学時に比べて向上した。
間5）陽音階という，現代の若者にとっては縁のうすい特殊な曲であるが，改訂前の小学校
共通教材であったので，設問と してと りあげた。正答率は各問中最も低し入学時も履修後も
殆んど変っていない。日本音階については，教材研究 「音楽」で2年目に学習するこ とになっ
ているので， 「音楽I」ではふれていなかったニとと，引用した楽譜が改訂前の教科書からと
ったもので，一般に流布しているものと多少違っていたことなどがこの結果にあらわれたもの
であろ う。しかし， 誤答で目立つ「ひな祭り」 「お江戸日本橋」という答は，楽譜から日本音
階による曲であろうと いう判断だけはどうやらできたこ とを示しており， 2年目の学習の成果
に期待が持てるところである。
間6）平易な旋律であるが，へ長調であることにひっかかりがあったようである。入学時に
比べて履修後の向上が目立っているのは好ま しい。これは 「器楽IJ履修による効果のあらわ
れではないかと思われる。
間ケ）問6と同じへ長調の曲で、あ り，正答率もほぼ同じである。これらの2聞を入学時と履
修後で比較対照してみると 読譜力が向上していること が読みとれる。
問8・9) 2曲共 卜長調の曲で＼いずれも前2問のヘ長調の曲よりも高い正答率を示してい
るのは，バイエルでは 卜長調の曲を含めてシャープ系の曲を多く 学習しでいることによるもの
であろう。
問10）この曲の正答率が，問5の予守歌の次に低いのは，この曲が徐々 に過去のものにな り
つつあるのではないかと判断せざるを得なしミ。それは誤答に数多くの曲名があげられたこと に
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よつでも判断できる。加えてニ長調の読譜力が不十分で、あるこ とも示しでいる。
4. ピアノの学習と基礎学力の関係に関する調査
(1) ピアノの経験者と否経験者の基礎学力の比較
昭和57年度北海道女子短期大学初等教育学科入学生に，入学以前の音楽経験を調査したとこ
ろ音楽の特別指導を受けたことがある者は， 61.6%でその33.3%が3年以内のものであった。
又，入学時に基礎学力の調査を実施した結果を音楽経験者と否経験者に分類し，その正答率を
示したのが次の表6である。
表6 基礎学力
否経 験者 音楽経験者
否音楽選択者｜音楽選択者｜ A B 
?
? ? ?
? ??
??
?
% 
45.9 
% 
54. 7 
% I % I % 
65. 4 I 80. 7 I 86. o 
c 
（注） A…バイエル ・ブJレクミ ュ
ラー程度
B…ソナチネ程度
C…ソナタ以上
音楽経験者は，基礎学力の正答率が77.4%で，うちバイエル ・ブルク ミューラー程度の者が
65.4%，ソナチネ程度の者が80.7%，ソナタ以上の者は，86.0%の正答率であった。
又，音楽否経験者についてみる と，54.7%うち高校時代音楽を全く履修しなかった者の正答
率は45.9%と50.0%を割っている。
この入学時の基礎学力のばらつきをどう解消し，レベルの向上を計るかが問題となってくる
が，幸い本学初等教育学科は，目的学科として技術 ・実技を中心に教育方法論を展開していく
傾向にあり，楽典的なものは，ピアノの演奏上の必要性に応じて指導するとレベルア ップ化が
計られ表6に示されたパラつきも縮められると思われる。
(2) 器学I履修後の基礎学力との関係
表7 器楽I履修後の基礎学力
表7は，器楽I履修後の基礎
学力との相関関係を示すもので
ある。
この表の示す如く， ピアノの
レッスンを受けることにより，
l年後には，音楽経験者と否経
験者のパラつきがみごとに解消
されている。
特に，否経験者の中で，高校時代も音楽を履修しなかったため，入学時50.0%を割った正答
率も履修後82.9%とアッ プしている。この事実は，ピアノのレッスンの成果のみならず，学生
自身の自己啓発によって， レベルアップを したものと考えられる。
また，器楽I履修後の進度も，短大に入学後，始めてバイエルから出発した者でも l年後に
は，A段階（バイエル・ ブルグミ ューラー程度）が39.4%, B段階 （ソナチネ程度）が60.6% 
否経験者 経 思案 者
否音楽選択者 音楽選択者 A B c 
器の正基I礎履答修学率後力 % % 86. ~ I 95. J I 91. ~ 82.9 84.5 
A 
% 
器楽I 6.25 
履修後 B % 91. 7 
の進度 c % 2.10 
（注） A・B・Cについては，表6参照
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に達している。音楽経験者A段階の者は，1年後まだA段階にと どまっている者6.25%, B段
階91.7%, C段階（ソナタ以上）に入った者2.10%と大多数の者が次の段階に達している。
18才を過ぎると指の訓練も適応力がおちる年令といわれるにもかかわらず，ここでは驚異的
な上達といえよう。
低いレベルの者に対してピアノの学習は，基礎学力の向上に大いに役立っているものと確信
する。
N 考 察
基礎学力は， 「音楽I」と 「器楽I」の両面の学習の範囲内で＼十分に向上するであろうと
判断することができた。今凪の調査範囲内程度のものは， 既に学習してきたことがらの復習と
応用にすぎないので，さほど困難なものではない筈である。それがなお十分に達成できなかっ
たのは，指導者が学生の実態をしっかり把捉しでいなかったこと，学生が基礎学力の重要性を
十分に認識していなかったこと，その上小 ・中学校での学習の際に十分理解しないまま本学に
入学し，高度な内容の学習と取り組まねばならぬ現状に置かれていることなどが原因となって
いるのであろう。
V要約
今回の調査の結果，学力不足の点とそのよってくるものが何であったかについて，ほぼ解明
できたので，楽典的なものについては「器楽I」で学習し， 「音楽I」では読語力の向上に重
点を置き，系統的な学習によって更にその成果をあげたいものである。
従来見角技術面の指導に追われ，学生が自らの力で創意的な学習ができるような指導が欠け
ていたのではないかと反省させられる点もあるので，これからは，指導者全員の意志の疎通を
はかり，協力し合える指導体制を確立しなければならない。したがって，今後の研究課題は，
指導過程の系統化による効率の高い指導体系の確立にある。
別表l
基礎学力調査
問囚
1 何調か。長調 ・短調の区別も書きなさい。
2～5 記号名を書きなさい。
6～ 10 記号 ・標語の名称と意味を書きなさい。
問国
1～10 曲名または歌詞の一部分を書き なさい。
（楽譜は，曲のはじめ， 途中，終りなど，まちまちである）
(1983・7・15)
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別表2
音楽に関する調査
1. 高校で音楽の授業を選択しましたか。
0×で記入しな さしミ。
I I I I 
2. 
。????
?
???
??
?
??
?
???
?
?
?
?，。 、、
。
????
?
??
?、
??
? 、
?『???
?
?
? ?
??
???
?
?
????
I I I I 
また， 受けた人は，どの程度まで進んだか下のA～ Dのどれかに
O印をつけよ。
「一一一一一寸
A バイ エル，ツェルニー100番，ブルグミ ューラー程度
B ツェルニ－30番，ソナチネアルバム程度
c ツェルニ－40番，ソナタアルバム程度
D ツェルニ－50番，上記以上の程度
別表1
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